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CDC23
CDC23; ANAPCS; Cell division cycle protein 23 homolog; Anaphase-promoting complex
subunit 8; APC8; Cyclosome subunit 8
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞周期のG2/M期移行に必須のタンパク質であるサッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）のCdc23と高い相同性を示す。このタンパク質は、8つのタンパク質サブユニットから構成され、真核細胞において高度に保存されている後期促進複合体（APC）の構成要素である。APCは、サイクリンB-ユビキチン複合体の形成を触媒し、この複合体はユビキチンを介したB型サイクリンのタンパク質分解を担う。このタンパク質とAPC複合体の他の3つのメンバーは、タンパク質間相互作用に重要なタンパク質ドメインであるTPR（テトラトリコペプチドリピート）を含む。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：細胞周期制御性ユビキチンリガーゼである後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の構成要素であり、有糸分裂および細胞周期のG1期の進行を制御する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,PTM：リン酸化。Thr-556のリン酸化は、有糸分裂中に特異的に起こる。,類似性：APC8/CDC23ファミリーに属する。,類似性：9つのTPRリピートを含む。,サブユニット：APC/Cは少なくとも11のサブユニットから構成される。,
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